
折り紙で割り算を折る方法を考えて、円周率を
求める式を表す。
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…nに0から順に無限に数を代入していく

結果
折り紙で無限を折ることが困難であったため、
断念。
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折り紙を用いた、円周率πの折り方を様々な方法で考えた。その方法を述べていく。

以前の研究で 2から 8までを折り紙で折る研究を行っており、他の無理数も折ることが可能なので
はないかと考え、円周率πを折ろうと考えた。

研究内容

今回できた式にはcos 
�

� が含まれており、これにより計算を行うことが、困難になっている。

今後はこのcos 
�

� を使わない、または正確に計算を行う方法を考える必要がある。

方法1

今後の展望

正4角形(正方形)→正8角形→正16角形のように、
どんどん円に近づけていくことで周の⻑さを求
める。
→直径を１とすることで、

円周率＝周の⻑さ
が成り立つ。

方法2

ある円の直径を1としたとき、その円に内接
する正�角形において周の⻑さを�とする。
右図のような三角形ABCにおいて、
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円に近づけていくとこの⻑さはL = *となる
ため、

lim�→� � 1
2 1 − cos 360

� = *
が成り立つ。
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